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≪ 女性委員会からのお知らせ ≫ 

☆JIA&建築士会 情報シェアリング企画 「北海道の素材をつかいたい！」 

日時: 令和 7 年 11 月 28 日（金） 18:00～ 

会場：bokashi Base(札幌市中央区南2条西 1丁目7) 

19:30～同会場にて交流会も開催致します。いずれかだけの参加も可能です。 

申込はフォームより お申込みフォームへ (右のQRコードからも可能です→) 

※詳しくはパンフレットもご確認ください → 企画パンフレット 

 

 

≪ 総務委員会からのお知らせ ≫ 

☆令和７年度 円山動物園 「こども動物園」 の魅力 UP プロジェクト 

モルモットが快適に過ごせる空間デザインコンペ第２弾 

   ～ 「アヒルのプールを再利用したモルモットの展示場コンペ」その後 

令和6年度の受賞作品を実現するために受賞者の方々とワークショップを開催しました！ 

動物園に伺い改めてモルモットの生態を観察したり、園側からレクチャーを受けるなど 

して、最終的には動物園やＪＩＡ北海道支部長の小西様にもご参加頂き、模型を作成しました。 

実現に向けてまだまだ課題はありますがとても有意義な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 青年委員会からセミナーのご案内 ≫ 

☆「デザインから納まりを考える」～意匠設計と施工の間にある「納まり」をデザインの視点から考察する 

日  時： 令和 ７ 年 12 月 20 日（土） 17：00～ 

場  所： 市民活動プラザ星園 会議室（中） 札幌市中央区南8条西2丁目5-74 

講  師： 札幌支部副支部長 西岡 誠 

建築の「納まり」は、機能と美しさを両立させる重要な要素です。 

本セミナーでは、デザインの段階から納まりを意識することの重要性と、 

設計・施工の両面から見るディテールの工夫についてお話しします。 

□セミナーのあとで懇親会も予定しております。 

日  時： 同日 12月20日(土)19：00～  会  費： 4,500円 

場  所： 創作ダイニング 実乃里 deバル 中央区南５条西２丁目6-2 

※協賛・スポンサー企業 

を募集します。 

円山動物園「こども動物

園魅力 UP プロジェク

ト」に興味のある企業

様・個人の方でご協力

頂ける方の募集です。

来年度もモルモットコン

ペ企画開催予定です。 

mailto:hksj@h-ab.com
http://h-ab.com/sapporo/
https://forms.gle/6ecWJbL3MfijZKQG6
https://x.gd/4Pim3


≪ クラブ活動からのお知らせ ≫  

☆札幌支部クラブ活動の報告   

▪グルメの会    次回第７回は 11/11(火) 18:30～ 

洋食の「マーズカフェ」です。 

     まだ間に合います、参加者募集中。 

▪ボウリング部   12/6(土)の大会目指して練習します。 

参加希望の方はご連絡ください。 

▪カーリンコン部  12/6(土)「江別大会」での活躍を 

目指して練習中。道協会例会は 

11/15(土)13:00～、 

11/26(水)13:00～ 

場所はどちらも「かでる２・７」です。 

▪登山,ﾊｲｷﾝｸﾞ部  10/11(土)樽前山に登ってきました。（写真参照） 

▪そば部       第三回手打ちそば講習を 10/18(土)に 

行いました。12月中旬にも開催予定。（写真参照） 

▪映画鑑賞部    11/29(土)「ロストエモーション」を鑑賞予定。 

まだ間に合います、参加者募集中。 

▪ダーツ部     始まりました。10月末第一回開催！参加者募集中！  

▪発酵食品       ６人集まりましたのでスタートします。 

作るぞークラブ 参加者募集中！初回は『鰊漬け』！ 

 

 ☆皆様も士会仲間でクラブ活動しませんか！参加者随時募集中 

下記 HP から参加票にて事務局までお申し込みください。 

クラブ活動のページへ    

札幌支部のクラブ活動 – 一般社団法人 北海道建築士会 札幌支部 

 

 

≪ 建築指導センターからのお知らせ ≫ 

☆『令和７年度１１月住宅講座のご案内』 

■日  時： 令和７年１１月２８日（金）１4：0０～１6：0０ 

■定  員： ４０名  ■参 加 費： 無料 

■会  場： かでる２・７ ７階「７３０研修室」 (札幌市中央区北2条西7丁目) 

■テー マ： 「屋根と外壁のリフォームからメンテナンスまで」 

～張替え塗替えの基礎知識と、チェックポイント～ 

■概  要： 屋根、外壁のリフォームは年間を通して多い住宅相談です。 

張り替えか、塗り替えかの決定には正しい知識と現状の把握、将来の展望も大切です。 

当センター作成の自己点検シートを使って我が家のリフォームを計画してみませんか。 

相談員の関わった事例も紹介いたします。 

■講  師： 早 川 陽 子 氏  一級建築士事務所早川陽子設計室 主宰（小樽市） 

                            (一財)北海道建築指導センター 住宅相談員 

■主催/お問合せ： (一財)北海道建築指導センター 企画総務課 TEL 011-241-1893  

■申込方法： 案内チラシの申込書により FAX、またはお電話でお申し込みください。 

※案内チラシは当センターホームページをご確認ください。 

 

≪ 本部より ≫ 

☆北海道建築士会ホームページ “会員専用ページ” でオンデマンド配信中！ 

視 聴 方 法  ： 北海道建築士会ＨＰの 「会員専用ページ」 をクリックしパスワードを入力 

１1月パスワード： 【 Sou061 】 

 

≪ 事務局からセミナーのご案内 ≫ 

  ☆札幌支部事務局主催 2025建築仕上げWEBセミナー （CPD１単位認定講習会）  

日    時： 11 月 14日(金）16:30～17:30    

場    所： WEB開催(ZOOMアプリでの開催) 参加費無料！※URLはメールでお知らせ致します。 

   講   師： エスケー化研株式会社 

申込方法： メールまたはFAXにて士会札幌支部事務局まで

https://h-ab.info/sapporo-club/


 

『失敗から学ぶ』 VOL.42   《寒冷地の除雪》 

 

日々の業務でヒヤリ！ハット！した情報を活用して自分をスキルアップしよう 

 

■はじめに 

積雪寒冷地では冬期間の除雪は必須です。 

設計段階で除雪計画を明確にすることを推奨します。 

・人力や小型除雪機による除雪の場合は除雪機材の保管場所の考慮がポイントです。 

・除雪範囲が広い施設は設計時に除雪の基本方針を明確にするのがポイントです。 

  【施設内の除雪計画例】 

① 1 シーズン堆雪可能な堆雪場を設置する。（敷地内に十分な堆雪場が確保できる場合） 

② 降雪ごとに一時堆雪場に集めて随時トラックで搬出する。（敷地内に一時堆雪が確保できる場合） 

③ 降雪ごとにトラックで搬出する。（敷地内に堆雪場を確保できない場合） 

 

■緑地を堆雪場と兼用したら植栽を傷めた 

緑地を堆雪場として利用したら植栽を傷めてしまった。 

芝生のみの緑地を堆雪場として利用したら芝生面が凸凹になり一部が剥げてしまった。 

※緑地を堆雪場に兼用すると植栽を傷めるので砂利敷きの堆雪場とするか鋪装された 

駐車場の一部を兼用することを推奨します。 

 

■排水溝のグレーチングが破損した 

ショベルローダーの除雪で舗装面の排水溝蓋グレーチングがショベルローダーの爪に 

引っ掛かり破損して交換した。 

※ショベルローダーによる除雪は一般的ですが除雪面に突起物が無いように収めないと 

事故を繰り返します。グレーチング、マンホール、桝蓋、車止め等が要注意です。 

   特に屋外駐車場の車止めは除雪方法を考慮しないと破損してクレームになります。 

 

■車路コンクリート縁石が傷だらけ 

竣工して初めての越冬なのに新設の車路コンクリート縁石が除雪作業で傷だらけになってしまった。 

※ショベルローダーによる除雪は外注が多く作業者が車路コンクリート縁石等の形状・配置を 

把握できていない場合があります。把握していても積雪で位置が特定できません。 

取り外し式のスノーポールを適切な位置に設置すると縁石を損傷せずに合理的な除雪が可能に 

なります。設計図に基礎を含めてスノーポール設置数を記載することを推奨します。 

 

 

 

自習型認定研修の設問 

 

設問 1 

寒冷地の除雪で正しいのはどれか？ 

a. 屋上の除雪は一部に集めてから 

排雪する。 

b. シャッター直近の除雪は人力又は 

小型除雪機の除雪が望ましい。 

c. 玄関庇下部の除雪はグレーチングや

階段のみに留意すればよい。 

設問2 

除雪計画で正しいのはどれか？ 

a. 堆雪場は敷地内に必ず設置し 

なければならない。 

b. 緑地を堆雪場に兼用するのは 

問題ない。 

c. 除雪計画は建築主の問題であるが 

設計時に建築主と協議・確認が必要。 

認定教材の設問への回答は、 

CPD情報システムのページ 

https://jaeic-cpd.jp/ 

にアクセスのうえ、お願いします。 

※不正の場合は、単位に登録 

できない場合があります。 


